
JP 5820330 B2 2015.11.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一部が透明部材で形成された遊技盤と、遊技に関わる変動表示ゲームを実行
する変動表示装置と、を備え、前記透明部材を介して後方を視認可能とした遊技機におい
て、
　前記遊技盤前方から視認可能な前面装飾部材と、
　前記遊技盤と前記変動表示装置との間に位置するとともに前記前面装飾部材の後方に設
けられ、前記前面装飾部材で隠蔽されている状態と、前記前面装飾部材で隠蔽されていな
い状態と、に変換される可動部材と、
　発光により演出を行う発光源と、
　を備え、
　前記発光源は、前記前面装飾部材を照射することで前記演出を行うことが可能であり、
　前記可動部材は、前面膨出形状に形成され、当該膨出形状に形成される前面側にのみ装
飾が施されるとともに、裏面側に開口した空洞が形成された装飾部材を有し、
　前記可動部材における前記装飾部材が前記前面装飾部材の後方に位置する状態と、前記
可動部材における前記装飾部材の状態を遊技者が視認可能となるように前記変動表示装置
において前記変動表示ゲームが表示される領域まで現出する状態と、を前記変動表示ゲー
ムに対応して変換させることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記前面装飾部材は、前記変動表示装置において前記変動表示ゲームが表示される領域
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と重ならない位置に配置されることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前面枠と、該前面枠側に着脱可能な透明部材で形成された遊技盤と、遊技盤
本体の後方に所定間隔離して配置された変動表示装置とを備え、遊技盤の前方から変動表
示装置の表示領域を視認可能とした遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の遊技機、例えば、パチンコ遊技機においては、遊技演出の効果を増すために、表
示装置を大型化したものが提案されている。具体的には、前面枠に大型液晶パネル等で構
成された変動表示装置を設け、該変動表示装置を前面枠の横幅と略等しい横幅に設定し、
変動表示装置の前方に透光性部材で形成された遊技盤を装着し、遊技者が該遊技盤を介し
て変動表示装置の表示領域を視認できるように構成されたパチンコ遊技機が提案されてい
る（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、遊技盤と変動表示装置との間には、スペーサーが変動表示装置の周縁部と重なる
位置に設けられており、該スペーサーには、球通路と、発光源を有する装飾部材とが設け
られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１３１３２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、遊技機の奥行き方向の寸法は制限されている。
【０００６】
　したがって、遊技機の装飾性を損なわずに演出効果を高めることができず、遊技の興趣
を高めることができないという問題がある。
【０００７】
　本発明の目的は、遊技機の装飾性を損なわずに演出効果を高めて興趣を向上することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以上の課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　少なくとも一部が透明部材で形成された遊技盤と、遊技に関わる変動表示ゲームを実行
する変動表示装置と、を備え、前記透明部材を介して後方を視認可能とした遊技機におい
て、
　前記遊技盤前方から視認可能な前面装飾部材と、
　前記遊技盤と前記変動表示装置との間に位置するとともに前記前面装飾部材の後方に設
けられ、前記前面装飾部材で隠蔽されている状態と、前記前面装飾部材で隠蔽されていな
い状態と、に変換される可動部材と、
　発光により演出を行う発光源と、
　を備え、
　前記発光源は、前記前面装飾部材を照射することで前記演出を行うことが可能であり、
　前記可動部材は、前面膨出形状に形成され、当該膨出形状に形成される前面側にのみ装
飾が施されるとともに、裏面側に開口した空洞が形成された装飾部材を有し、
　前記可動部材における前記装飾部材が前記前面装飾部材の後方に位置する状態と、前記
可動部材における前記装飾部材の状態を遊技者が視認可能となるように前記変動表示装置
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において前記変動表示ゲームが表示される領域まで現出する状態と、を前記変動表示ゲー
ムに対応して変換させることを特徴とする。
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の遊技機であって、
　前記前面装飾部材は、前記変動表示装置において前記変動表示ゲームが表示される領域
と重ならない位置に配置されることを特徴とする。
【００１２】
　また、本出願にかかる他の発明は、前面枠と、該前面枠側に着脱可能であり、透明部材
で形成された遊技盤本体に障害部材及び入賞装置を設けた遊技盤と、前記遊技盤本体の後
方に所定間隔離して配置され、遊技に関わる変動表示ゲームを実行する変動表示装置と、
を備え、前記遊技盤の前方から前記変動表示装置の表示領域を視認可能とした遊技機にお
いて、
　前記遊技盤と前記変動表示装置との間に役物装置を配設し、
　前記役物装置は、
　前記遊技盤前方から視認可能で前方に備えられる前面装飾部材と、
　前記前面装飾部材の後方に設けられた可動部材と、
　前記前面装飾部材の後方に設けられ前記可動部材を駆動する駆動源と、
　を備え、
　前記前面装飾部材は、当該前面装飾部材を発光させて装飾する発光源と、前記可動部材
と、前記駆動源と、を遊技者から隠蔽した状態で配設され、
　前記変動表示ゲームの表示内容に応じて、前記可動部材を前面装飾部材によって隠蔽さ
れた位置から、前記変動表示装置の表示領域のうち遊技者に視認可能な表示領域と重なる
位置に現出させるようにしたことを特徴とする。
　ここで、「駆動源」には、ステッピングモータやロータリソレノイドを含むものとする
。
　この発明によれば、遊技盤と変動表示装置との間に配設した役物装置は、遊技盤前方か
ら視認可能で前方に備えられる前面装飾部材を有し、前面装飾部材の後方に可動部材と駆
動源とを備えるので、駆動源や配線を前面装飾部材で隠すことができる。特に、遊技盤が
透明部材で形成されているので、単に役物装置を取り付けただけでは、配線が遊技者から
見えてしまうが、このような構成にすることで確実に配線を隠すことができ、役物装置を
配しても遊技機の装飾性を損なうことがない。
　さらに、役物装置は、変動表示ゲームの表示内容に応じて、可動部材を前面装飾部材で
隠蔽された位置から前記変動表示装置の表示領域のうち遊技者に視認可能な表示領域と重
なる位置に現出させるようにしたので、遊技者に対する演出、報知を行うことができ、遊
技の興趣を向上させることができる。
　また、役物装置が発光源を備えるので、前面装飾部材を発光により装飾するとともに、
その後方に可動部材および駆動源を隠蔽することにより装飾効果を高めることができる。
【００１３】
　本出願にかかる他の発明は、上記遊技機であって、前記変動表示装置の表示内容を制御
する表示制御装置を備え、
　前記表示制御装置は、前記可動部材が前記変動表示装置の表示領域のうち遊技者に視認
可能な表示領域と重なる位置に現出した場合に、前記変動表示装置の表示内容を前記可動
部材と連動した表示内容に制御することを特徴とする。
　この発明によれば、役物装置の下方から可動部材を現出させることにより、表示領域の
前側に重なった状態で遊技者から視認可能となる。よって、表示領域において装飾部材の
現出と連動した表示を行うことで、より効果的な演出が可能となり、遊技の興趣を向上さ
せることができる。
【００１４】
　本出願にかかる他の発明は、上記遊技機であって、前記前面装飾部材は、前記役物装置
を前記遊技盤裏面に取り付けるための取付ベースとして機能し、
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　前記可動部材と前記駆動源とを収納する収納ケースを設け、
　前記取付ベースと、前記収納ケースの前面壁との間に、レンズ部材と複数の発光源が設
けられた発光基板とを挟み込んで配設したことを特徴とする。
　この発明によれば、前面装飾部材は、役物装置を遊技盤裏面に取り付けるための取付ベ
ースとして機能するので、遊技盤に直接役物装置を取り付けることができ、狭い空間に役
物装置を配設できる。
　また、可動部材と駆動源とを収納する収納ケースを設け、取付ベースと、収納ケースの
前面壁との間に、レンズ部材と複数の発光源が設けられた発光基板とを挟み込んで配設し
たので、前面装飾部材を発光により装飾するとともに、その後方に可動部材および駆動源
を隠蔽することにより装飾効果を高めることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、装飾性を高め、遊技の興趣を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明を適用した一実施の形態の構成を示す遊技機の前面側から見た斜視図であ
って、透明部材保持枠を開放した様子を示す図である。
【図２】遊技盤を取り外した遊技機の前面側から見た斜視図であって、透明部材保持枠を
開放した様子を示す図である。
【図３】遊技機の裏面側を示す斜視図である。
【図４】遊技盤の裏面側を示す斜視図である。
【図５】裏機構枠の前面側から見た斜視図である。
【図６】裏機構枠の前面側から見た分解斜視図である。
【図７】裏機構枠の側面から見た斜視図である。
【図８】遊技盤と表示ユニットの位置関係を説明するための前面側から見た斜視図である
。
【図９】遊技盤の裏面側から見た分解斜視図である。
【図１０】（ａ）裏機構枠の正面図である。（ｂ）（ａ）に示すＡ－Ａ断面における断面
図である。
【図１１】役物装置の正面図である。
【図１２】役物装置の前面側から見た分解斜視図である。
【図１３】役物装置の裏面側から見た分解斜視図である。
【図１４】（ａ）役物装置の下側から見た斜視図である。（ｂ）可動部材と駆動装置の前
面側から見た斜視図である。
【図１５】収納ケースの後面壁を取り外した状態の役物装置の裏面側から見た斜視図であ
って、（ａ）装飾部材が収納位置にある様子を示す図、（ｂ）装飾部材が現出位置にある
状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、この発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　ここでは、本発明にかかる遊技機の適例としてのパチンコ遊技機について図１から図１
５を用いて説明を行う。
【００１８】
　図１から３に示すように、本実施形態の遊技機１００は、矩形枠状に構成された機枠１
１０を備え、機枠１１０の前面側には、該機枠１１０に対して前方向へ扉状に回動可能に
矩形枠状の前面枠１２０が軸着されている。なお、矩形枠状の機枠１１０は、裏面側から
見て左側の一辺が金属製とされ、その他の辺は木製となっている。これによって、裏面側
から見て左側の一辺においては、強度を保ったまま厚みを薄くでき、後述するように大型
の表示ユニット１７０を備える裏機構枠１６０の配設を可能としている。
【００１９】
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　前面枠１２０は、当該前面枠１２０に備えられる各種部材等の取付用のベースとなる前
面枠本体１３０と、当該前面枠本体１３０に対して、その前面側に回動可能に軸支された
クリア部材保持枠１４０と、前面枠本体１３０の前面のクリア部材保持枠１４０の下側に
取り付けられた発射操作ユニット１５０と、前面枠本体１３０の裏面側に回動可能に軸支
され、表示ユニット１７０を備える裏機構枠１６０とを有する。
【００２０】
　前面枠本体１３０は、矩形枠状の機枠１１０の前面側をちょうど覆うような概略矩形板
状に構成されるとともに、その中央から上端部に渡る部分に後述する遊技盤１を嵌め込ん
で収容するための方形状の開口部１３１が形成されている。そして、前面枠本体１３０に
収容された遊技盤１の前面が前面枠本体１３０の開口部１３１から前側に臨むようになっ
ている。すなわち遊技盤１は、前面枠本体１３０に嵌め込まれることで前面枠１２０に取
り付けられている。
【００２１】
　また、前面枠本体１３０の遊技盤１が嵌め込まれた開口部１３１、すなわち、前面枠本
体１３０の中央より少し下側から上端部にわたる部分には、前面枠本体１３０の前側を覆
うクリア部材保持枠１４０が配置されており、遊技盤１の前面とクリア部材保持枠１４０
に嵌め込まれたクリア部材としてのガラス板１４１との間で、遊技盤１の前面に設けられ
た遊技領域区画壁９に囲まれた部分が、遊技球が発射されて流下する第１遊技領域１ａと
されている。
【００２２】
　また、クリア部材保持枠１４０の一方の側部（遊技機１００の前面側から見て左側の側
部）は、前面枠本体１３０の一方の側部に回動可能に軸支されて、扉状に開閉自在とされ
、クリア部材保持枠１４０を開くことにより、遊技盤１の前面側の第１遊技領域１ａの前
側を開放可能となっている。クリア部材保持枠１４０には、前面枠本体１３０の開口部１
３１をほぼ閉塞するように、該開口部１３１に嵌め込まれた遊技盤１との間に遊技球が流
下可能な第１遊技領域１ａとなる間隔を開けて二重のガラス板１４１が固定されている。
そして、クリア部材保持枠１４０において、遊技機１００の前側からガラス板１４１を介
して遊技盤１の前面側の少なくとも第１遊技領域１ａの部分が視認可能となっている。ま
た、クリア部材保持枠１４０の前面であって、ガラス板１４１が固定されて第１遊技領域
１ａを視認可能とする部分の周囲には、枠装飾装置としてのランプやＬＥＤ、音声を出力
するスピーカなどが設けられている。
【００２３】
　また、前面枠本体１３０に軸着されたクリア部材保持枠１４０の開放端側となる前面側
から見て右側の端部の前面には、施錠装置の一部をなす鍵穴１４３が形成されている。こ
の鍵穴１４３は、前面枠本体１３０の施錠装置の一部であるとともに、クリア部材保持枠
１４０の施錠装置の一部でもあって、鍵穴１４３に鍵を入れて一方（例えば左回り）に回
すと前面枠本体１３０の施錠が解除され、他方（例えば右回り）に回すとクリア部材保持
枠１４０の施錠が解除されるようになっている。
【００２４】
　また、前面枠本体１３０の前面側のクリア部材保持枠１４０の下側には、発射操作ユニ
ット１５０が取り付けられている。発射操作ユニット１５０は、左右側部のうちの一側部
となる左側部を前面枠本体１３０に軸着されて、左右方向に回動して開閉自在な開閉パネ
ル１５１とその下の下部パネル１５２とからなる。開閉パネル１５１は、排出された遊技
球を貯留するとともに、遊技球を発射する発射装置（図示略）に遊技球を送る上皿１５３
を有している。この上皿１５３の周囲には、遊技者が操作可能な演出用ボタン１５５が設
けられている。また、開閉パネル１５１の下側の下部パネル１５２には、上皿１５３に収
容しきれない遊技球を収容する下皿１５４及び灰皿と、第１遊技領域１ａに向けての遊技
球の発射操作を行うとともに、該第１遊技領域１ａに遊技球を発射する際の発射勢を調節
するための操作ハンドル１５６、音声を出力するスピーカ１５７などが設けられている。
【００２５】
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　また、図３に示すように、前面枠本体１３０の裏面側であって、遊技盤１が嵌め込まれ
た開口部１３１の上端部から中央より少し下側にわたる部分には、前面枠本体１３０の裏
面側を覆うように裏機構枠１６０が配置されている。裏機構枠１６０の前面の左端部は、
前面枠本体１３０の裏面であって遊技機１００の裏面側から見て右側の側部に回動可能に
軸支されて扉状に開閉自在とされ、裏機構枠１６０を開くことにより、遊技盤１の裏面側
の上部を開放可能となっている。なお、裏機構枠１６０と前面枠本体１３０の連結部分は
着脱自在であって、前面枠本体１３０、裏機構枠１６０はそれぞれユニット単位で交換や
メンテナンスが可能となっている。
【００２６】
　また、前面枠本体１３０の裏面側であって遊技盤１が嵌め込まれた開口部１３１の下方
には、排出装置１９０による賞球の排出、発射装置による遊技球の発射を制御する排出発
射制御装置３４、遊技機１００内の各装置に電力を供給する電源回路としての電源供給装
置３７が取り付けられている。
　その他、前面枠本体１３０には、各部材の取付位置に各部材を取り付けるための構造が
設けられており、例えば、取り付けられた部材を囲むように補強用のリブが形成されてい
たり、ビス等による部材の取り付けのためのボス等が形成されている。
【００２７】
　図２，３，５，６，７に示すように、裏機構枠１６０は、裏機構枠本体１６１と、画像
を表示する画像表示装置としての表示ユニット１７０を案内するとともに前方向への移動
を規制する移動規制部材１６２とを有し、表示ユニット１７０の他、表示ユニット１７０
を制御する第１演出制御装置３３が設けられている。また、賞球などを排出する球排出機
構として、排出装置１９０と排出装置１９０に遊技球を供給する球貯留タンク１９２、整
列案内流路１９３ａを形成する整列案内流路形成部材１９３、誘導流路形成部材１９６、
排出装置１９０から排出された遊技球を誘導する下部流路形成部材１９７が設けられてい
る。
【００２８】
　上述したように、裏機構枠１６０の前から見て左側の端部は、前面枠本体１３０の裏面
であって遊技機１００の裏面側から見て右側の側部に回動可能に軸支されており、前面枠
本体１３０に形成されて遊技盤１が嵌め込まれる開口部１３１を裏面側から覆って遊技盤
１の裏面に臨む状態から、後方に扉状に回動して遊技盤１の裏面側を開放する状態との間
で回動可能となっている。すなわち、裏機構枠１６０に表示ユニット１７０が配設される
ことで、表示ユニット１７０は該裏機構枠１６０を介して前面枠１２０側に配設された状
態で遊技盤１の後方位置に配設されることとなる。そして、裏機構枠本体１６１において
遊技盤１と平行に配され、遊技盤１の裏面側を覆うように配される部分が後方壁１６１ａ
となる。
【００２９】
　図３，６に示すように、裏機構枠本体１６１は所定の厚みを有し、この裏機構枠本体１
６１の前後面に種々の機構体が取り付けられている。裏機構枠本体１６１の前面には、表
示ユニット１７０を前側に付勢する付勢部材としての圧縮コイルばね１８２を収納する後
側が閉鎖された筒状の付勢部材収納部１８１が形成されている。また、裏機構枠本体１６
１の後方壁１６１ａの背面には、第１演出制御装置配設部１６５や接続用凹部１８３、流
路形成凹部１８４、排出装置配設凹部１８５などの前方に窪んで後方に開口した凹部が形
成されており、裏機構枠本体１６１の前面の一部はこれら凹部の裏面によって形成されて
いる。また、裏機構枠本体１６１の前面の周囲には、上下の一部を除いて前側に延出する
周囲壁１８７が形成されており、裏機構枠本体１６１の前面側は全体が凹部となっている
。
【００３０】
　図２，５，６に示すように、裏機構枠１６０の前面側は、全体が前側に開口した凹部と
なっており、ここに表示ユニット１７０が収容されている。図６に示すように、裏機構枠
本体１６１の前面であって上部には、左右の周囲壁１８７に隣接して、所定の左右幅を有
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する下側に開口した溝状の凹部１６９ａ，１６９ａが形成されている。この所定の左右幅
とは、後述する表示ユニット１７０の上部に形成された被案内部１７６の左右幅より若干
広い幅であり、この部分が被案内部１７６を前後方向に案内する案内部１６９（図５に図
示）の一部をなす。
【００３１】
　また、上述した溝状の凹部１６９ａ，１６９ａと上下に対向するように、裏機構枠本体
１６１の前面であって下部には、左右の周囲壁１８７に隣接して、所定の左右幅を有する
上側に開口した溝状の凹部１６９ａ，１６９ａが形成されている。この溝状の凹部１６９
ａ，１６９ａの所定の左右幅は、後述する表示ユニット１７０の下部に形成された被案内
部１７６の左右幅より若干広い幅であり、この部分も被案内部１７６を前後方向に案内す
る案内部１６９の一部をなす。
【００３２】
　付勢部材収納部１８１は、表示ユニット１７０を前方向へ付勢する付勢部材としての圧
縮コイルばね１８２を収容する部分である。この付勢部材収納部１８１は、圧縮コイルば
ね１８２の外径と略同じ内径を有する円筒形の凹部で、裏機構枠本体１６１の左右方向の
中心に沿って上下に２つ設けられている。
【００３３】
　また、この裏機構枠本体１６１の前側には、それぞれコ字状の移動規制部材１６２，１
６２が左右の側面を前側に延長するように取り付けられている。裏機構枠１６０の前面側
から見て左側に設けられた移動規制部材１６２には、上下に軸受け部１６２ａ，１６２ａ
が形成されており、前面枠本体１３０の裏面側に設けられた上下方向に延在する回動軸（
図示略）を軸受け部１６２ａ，１６２ａに回動可能に嵌合することで、裏機構枠１６０が
前面枠本体１３０に対して回動可能に軸支されるようになっている。また、裏機構枠１６
０の前面側から見て右側に設けられた移動規制部材１６２には、上下にねじ穴１６２ｄ，
１６２ｄが形成されており、裏機構枠１６０を遊技盤１の裏面に配した状態（裏機構枠１
６０を閉じた状態）で、ねじ穴１６２ｄ，１６２ｄにねじを挿通し、前面枠本体１３０に
形成された図示しないねじ止め部に螺合することで裏機構枠１６０が固定されるようにな
っている。
【００３４】
　そして、後方壁１６１ａおよび周囲壁１８７、移動規制部材１６２，１６２によって、
所定の奥行きを有するとともに前面側（遊技盤１の裏面に臨む側）に開口した略矩形凹室
形状の空間（少なくとも背面と左右側面とを囲まれた空間）が形成され、この空間が表示
ユニット１７０を収納する表示ユニット収納部１６８となる。すなわち、移動規制部材１
６２，１６２は裏機構枠本体１６１における後方壁１６１ａの左右端部の各々に設けられ
、周囲壁１８７とともに表示ユニット収納部１６８の側面部をなす。
【００３５】
　このような移動規制部材１６２，１６２は、左右の周囲壁１８７，１８７から裏機構枠
本体１６１の中央側へ向かう所定範囲と、裏機構枠本体１６１の前面側における左右端部
の上下に形成された溝状の凹部１６９ａ，１６９ａ，…の前側を覆うように取り付けられ
る。そして、裏機構枠本体１６１の上下に形成された溝状の凹部１６９ａ，１６９ａ，…
と対向するように配される部分には、裏機構枠本体１６１に形成された溝状の凹部１６９
ａ，１６９ａ，…と同じ形状をした溝状の凹部（図示略）が形成されている。
【００３６】
　そして、移動規制部材１６２，１６２を裏機構枠本体１６１に取り付けることによって
、溝状の凹部が裏機構枠本体１６１の上下に形成された溝状の凹部１６９ａ，１６９ａ，
…と連続する。これにより、上下にそれぞれ対向するように、移動規制部材１６２，１６
２から裏機構枠本体１６１にかけて前後方向に沿って延在する溝状の凹部である案内部１
６９が形成される。すなわち、裏機構枠本体１６１とその前側に配された移動規制部材１
６２，１６２により形成される表示ユニット収納部１６８における上下の内側面の左右に
、表示ユニット１７０の上下の側部にそれぞれ設けられるとともに前記上下の側部の左端
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部及び右端部の合わせて４カ所から外側（上側もしくは下側）に突出する後述の被案内部
１７６，１７６，…を前後に移動自在に案内する概略溝状の案内部１６９，１６９，…が
設けられることとなる。
【００３７】
　また、この溝状の案内部１６９，１６９，…のうち、裏機構枠１６０の下側に形成され
た案内部１６９，１６９には、底面を形成する矩形板状のレール部材１６７が配されてい
る。このレール部材１６７の表面は摩擦係数が低い材質（例えば、ポリアセタール、金属
）からなり、案内部１６９の前後左右幅に等しい前後左右幅を有する。また、レール部材
１６７は所定の厚みを有し、表示ユニット１７０の荷重がかかっても撓まない程度の強度
を有する。
【００３８】
　また、レール部材１６７の前後の端部には切欠き状の係合部１６７ａ，１６７ａが形成
されており、下側の案内部１６９，１６９を形成する裏機構枠本体１６１の溝状の凹部１
６９ａ，１６９ａにおける前後端部に形成された支持部に係合、支持されるようになって
いる。これにより、レール部材１６７は裏機構枠本体１６１と移動規制部材１６２とに掛
け渡され、案内部１６９の底面をなすように水平に固定されるようになっている。このレ
ール部材１６７によって、裏機構枠本体１６１と移動規制部材１６２によって形成される
案内部１６９の底面に段差が生じることがなく、さらには、摩擦係数が低い材質からなる
ことから、表示ユニット１７０を滑らかに移動させることが可能となる。
【００３９】
　以上のように形成される表示ユニット収納部１６８には、画像表示面１７１が前側（開
口した側）となるように表示ユニット１７０が配設されており、図２に示すように裏機構
枠１６０を遊技盤１の裏面に臨むように配することで、遊技盤１の裏面側に表示ユニット
１７０の画像表示面１７１が臨むようになっている。また、このとき、遊技盤１の裏面上
部に配された役物装置２５の一部が、この表示ユニット収納部１６８に収納されることと
なる。すなわち、表示ユニット収納部１６８は、遊技盤１の後方の役物装置２５を収納す
る役物装置配置空間１８８をなす。
【００４０】
　表示ユニット１７０は、前面側が開口した矩形箱状（額縁状）に形成された金属製の表
示ユニットケース１７４と、この矩形箱状の表示ユニットケース１７４に収容された液晶
表示パネル１７５（液晶表示器、バックライトを含む）とを有する。そして、表示ユニッ
トケース１７４の前面側から液晶表示パネル１７５の画像表示面１７１を有する前面が露
出している。
【００４１】
　表示ユニットケース１７４の上下の側部であって、左端部及び右端部の合わせて４ヶ所
からは、側部に対して垂直に外側に突出する被案内部１７６，１７６，…が設けられてい
る。この被案内部１７６は、摩擦係数が低い材質（例えば、ポリアセタール、金属）から
なる被案内部材１７２を、表示ユニットケース１７４の上下部（上下面の左右両端）に固
定することで形成されている。また、表示ユニット１７０の下面に設けられた被案内部１
７６，１７６は、その下部に滑動体として左右方向に沿った回転軸を有するローラを備え
ている。
【００４２】
　そして、表示ユニット収納部１６８には、この被案内部１７６，１７６，…と対応する
位置に前後に延在する溝状の案内部１６９，１６９，…が形成されており、表示ユニット
１７０が表示ユニット収納部１６８内において前後動自在に配されることとなる。ここで
、被案内部１７６，１７６，…は摩擦係数の低い材質からなり、案内部１６９，１６９，
…との間の摩擦抵抗が軽減されるようになっている。また、表示ユニット１７０の下面に
設けられた被案内部１７６，１７６は、その下部に滑動体として左右方向に沿った回転軸
を有するローラを備えており、さらに、このローラが接する下側の案内部１６９，１６９
の底面にはレール部材１６７が配設されている。よって、案内部１６９，１６９，…に対
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して摩擦係数が低い材質からなる被案内部１７６，１７６，…もしくは回転可能なローラ
が当接することとなり、さらに、ローラは平滑なレール部材１６７上を移動することから
、被案内部と案内部１６９，１６９，…との間の摩擦抵抗が軽減され、表示ユニット１７
０が表示ユニット収納部１６８内で円滑に前後移動可能となる。すなわち、表示ユニット
収納部１６８は、表示ユニット１７０をスライド可能なスライド空間をなす。
【００４３】
　表示ユニットケース１７４の裏面には、表示ユニットケース１７４に収納される液晶表
示パネル１７５と、裏機構枠１６０の裏面側に配される第１演出制御装置３３とを接続す
る配線を通すための、前後に貫通した図示しない配線用開口が形成されている。この配線
用開口は、液晶表示パネル１７５の裏面側に設けられたコネクタ部の位置に対応して形成
されており、液晶表示パネル１７５を表示ユニットケース１７４に収納すると、この配線
用開口からコネクタ部が露出するようになっている。なお、この配線用開口が形成された
位置は、表示ユニット１７０を表示ユニット収納部１６８に収納した際に、後方壁１６１
ａに形成された第１演出制御装置配設部１６５に対応する位置となっており、第１演出制
御装置配設部１６５にもこれに対応して配線を挿通する配線用開口１６５ａが形成されて
いる。
【００４４】
　また、表示ユニットケース１７４の裏面には、付勢部材としての圧縮コイルばね１８２
を取り付けるための取付部（図示略）が形成されている。このガイド部が形成された位置
は、表示ユニット１７０を裏機構枠１６０に配した際に、裏機構枠本体１６１に形成され
た付勢部材収納部１８１と対向する位置となっている。そして、図６に示すように、表示
ユニット１７０と裏機構枠本体１６１の間に配される圧縮コイルばね１８２は、一端が裏
機構枠本体１６１に形成された付勢部材収納部１８１に収納され、他端が表示ユニット１
７０の後方に形成されたガイド部に接続するように配されている。
【００４５】
　ここで、付勢部材収納部１８１，１８１、ガイド部は上下に並んで二つ設けられている
が、本実施形態においては、圧縮コイルばね１８２を上側の付勢部材収納部１８１、ガイ
ド部にのみ取り付けるようにしている。なお、圧縮コイルばね１８２を下側の付勢部材収
納部１８１、ガイド部にのみ取り付けるようにしても良いし、上下両方の付勢部材収納部
１８１，１８１、ガイド部に取り付けるようにしても良い。
【００４６】
　液晶表示パネル１７５は、矩形板状であって表示ユニットケース１７４にちょうど収ま
る大きさとなっている。この液晶表示パネル１７５は、液晶表示器とバックライトなどか
ら構成され、液晶表示器の画像表示面１７１が、前側に臨むように配されている。
【００４７】
　液晶表示器の画像表示面１７１の面積は、前面枠本体１３０に形成された開口部１３１
に嵌め込まれた遊技盤１の大部分を裏面側から覆うことができる面積となっており、後述
する遊技盤裏面構成部材８０に形成された、遊技盤本体１ｂを透して後方を視認可能な視
認開口８７（図４に図示）よりも広いものである。すなわち、画像表示面１７１の面積が
、少なくとも遊技盤裏面構成部材８０に形成された視認開口８７よりも広く、遊技盤裏面
構成部材８０に形成された視認開口８７の大きさが変化してもそれに対応できるようにな
っている。このように、液晶表示器の画像表示面１７１が遊技盤１の裏面側を幅広く覆う
ようにすることで、遊技盤１を交換して遊技機１００の遊技内容を変更する場合に、多種
の遊技盤１に対応できるようになっている。
【００４８】
　また、液晶表示器は、画像表示面１７１の面積が遊技盤裏面構成部材８０に形成された
視認開口８７よりも広いので、遊技盤裏面構成部材８０に形成された視認開口８７から露
出する領域に所定の画像が表示されるように第１演出制御装置３３によって制御されてい
る。この画像表示領域を決定する遊技盤１の遊技盤裏面構成部材８０に形成された視認開
口８７の大きさや位置に関する初期情報や、変動表示ゲームの画像に関する情報は第２演
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出制御装置３１の演出データ基板に記憶されているが、第２演出制御装置３１は遊技盤１
に取り付けられており、遊技盤１と一緒に第２演出制御装置３１も交換される。よって、
遊技盤１の交換に伴い、例えば、これまでの遊技盤に対応した画像表示領域から、新たな
遊技盤１に対応した画像表示領域に変更できるようになっている。
【００４９】
　また、表示ユニット収納部１６８の上下幅および左右幅は、表示ユニット１７０の上下
幅および左右幅よりも大きくなっており、表示ユニット１７０の周囲に空間があいた状態
とされる。これによって、表示ユニット１７０の前後方向への移動が容易になるとともに
、表示ユニット１７０が表示ユニット収納部１６８内で僅かに傾斜した状態（遊技盤１の
左右方向と非平行状態）になることも可能となる。なお、溝状の凹部となった案内部１６
９，１６９，…内に被案内部１７６，１７６，…が収納された状態となっているので、表
示ユニット１７０が非平行状態になっても被案内部１７６，１７６，…が案内部１６９，
１６９，…から脱落することがない。
【００５０】
　また、表示ユニット１７０は、圧縮コイルばね１８２により前方側に向かって付勢され
た状態となっており、裏機構枠１６０を開放した状態あるいは、遊技盤１を前面枠１２０
から取り外した状態では、前後の移動範囲の最も前側の位置に配される。
【００５１】
　なお、遊技盤１が装着されて裏機構枠１６０を閉じた状態においては、図８に示すよう
に、遊技盤裏面構成部材８０の裏面に設けられて後方に突出する押圧部８３，８３，…が
、表示ユニット１７０の前後方向の移動範囲における最も前側の位置より後方に位置する
ようになっている。よって、押圧部８３の後端部にある押圧部材８３ｂが表示ユニット１
７０の前面に密着し、表示ユニット１７０は遊技盤裏面構成部材８０の裏面から押圧部８
３，８３，…の突出幅の分だけ後方側へ隔離した位置に配されるようになっている。以上
のような構成によって、液晶表示器を備えた表示ユニット１７０は、裏機構枠１６０に前
後移動可能に保持されることとなる。
【００５２】
　図３に示すように、裏機構枠１６０の後方壁１６１ａの背面（裏面）には、前方に窪ん
で後方に開口した略矩形状の凹部である第１演出制御装置配設部１６５が形成され、ここ
に第１演出制御装置３３が配設されている。この第１演出制御装置３３はＣＰＵなどを備
えた演出制御基板を有し、画像表示装置をなす表示ユニット１７０における液晶表示器の
表示を制御する表示制御装置をなすものである。
【００５３】
　また、第１演出制御装置３３の上下幅は、第１演出制御装置配設部１６５の上下幅より
も広く、第１演出制御装置配設部１６５に第１演出制御装置３３を収容すると、第１演出
制御装置３３の下部が第１演出制御装置配設部１６５の下方に形成された開口部１６３に
延出するようになっている。そして、図６に示すように、第１演出制御装置３３の前面側
であって開口部１６３に延出する部分からはコネクタ部３３ａが外側に露出している。
【００５４】
　図４に示すように、遊技盤１の裏面には第２演出制御装置３１が取り付けられており、
この第２演出制御装置３１の裏面にはコネクタ部（図示略）が外部に露出している。そし
て、この第２演出制御装置３１のコネクタ部と第１演出制御装置３３のコネクタ部３３ａ
は、互いに対向するように配され、第２演出制御装置３１と第１演出制御装置３３が直接
接続できるようになっている。
【００５５】
　また、図３に示すように、後方壁１６１ａの背面であって、裏機構枠１６０の裏面側か
ら見て、第１演出制御装置配設部１６５の右側には、第１演出制御装置３３と他の装置等
を接続する配線を収納する接続用凹部１８３が形成されている。この接続用凹部１８３の
上半部はカバー部材１６６によって覆われ、下半部は遊技制御装置３０によって覆われる
ようになっている。このように配線を接続用凹部１８３内に収納し、接続用凹部１８３の
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開口部分をカバー部材１６６および遊技制御装置３０で覆って閉鎖することにより、配線
が露出してばらけてしまうことを防止することができる。
【００５６】
　裏機構枠本体１６１の上面には、遊技機１００が設置される図示しない島設備に設けら
れた供給装置から供給される遊技球を一時貯留し、排出装置１９０に供給する球貯留タン
ク１９２が取り付けられるようになっている。
【００５７】
　この球貯留タンク１９２の底面は、裏機構枠本体１６１の後方に向かって下るとともに
、裏機構枠本体１６１の裏面側から見て左方向に下る傾斜を有しており、この傾斜下流側
に位置する球貯留タンク１９２の底面には、球貯留タンク１９２内の遊技球を外部に排出
する排出口１９２ａが形成されている。
【００５８】
　裏機構枠本体１６１の上部に配された球貯留タンク１９２の排出口１９２ａは、図７に
示すように、後方壁１６１ａの背面に位置しており、この後方壁１６１ａの背面には、球
貯留タンク１９２の排出口１９２ａに接続する遊技球流路を形成するための流路形成凹部
１８４が形成されている。この流路形成凹部１８４は後方壁１６１ａの背面であって、裏
機構枠１６０の裏面側から見て上側および右側の端部に隣接した位置に形成されている。
このうち上側の流路形成凹部１８４は右側に向かって下る傾斜を有する整列案内流路取付
部１９４を有し、ここに整列案内流路形成部材１９３が取り付けられて整列案内流路１９
３ａが形成されている。
【００５９】
　なお、整列案内流路１９３ａは、一部が球貯留タンク１９２の後方に突出して配される
ようになっている。すなわち、整列案内流路１９３ａは球貯留タンク１９２の後方かつ下
方に配設されている。これにより、球貯留タンク１９２の下方であって、整列案内流路１
９３ａの前方に形成される遊技盤裏面側の役物装置２５を配置する役物装置配置空間１８
８を広くすることができ、多彩な遊技盤１を配設可能となる。
【００６０】
　また、図３に示すように、右側の流路形成凹部１８４は、その上下方向の略中央に流路
形成凹部１８４に連通する排出装置配設凹部１８５が形成されており、ここに排出装置１
９０が取り付けられるようになっている。この排出装置配設凹部１８５は、裏機構枠１６
０の中央方向に延在するように形成され、その中央側の端部の一部が接続用凹部１８３に
連通している。そして、この排出装置配設凹部１８５を境にして、右側の流路形成凹部１
８４の上部には、誘導流路形成部材１９６が取り付けられ、整列案内流路１９３ａに連通
するとともに排出装置１９０に接続する誘導流路が形成されている。また、排出装置配設
凹部１８５を境にして、右側の流路形成凹部１８４の下部には、下部流路形成部材１９７
が取り付けられ、排出装置１９０から排出された遊技球を下方に流下案内する下部流路１
９８が形成されている。さらに、誘導流路形成部材１９６から下部流路形成部材１９７へ
連通するように球抜き流路１９９が形成されている。
【００６１】
　排出装置１９０は、裏機構枠本体１６１の裏面側から見た右端部における上下方向の略
中央に形成された排出装置配設凹部１８５に取り付けられている。この排出装置１９０は
、上部に導出流路に接続する遊技球を受け入れる流入口を、下部に下部流路に接続する遊
技球を排出する排出口を備えており、排出発射制御装置３４が遊技制御装置３０の制御の
下で排出装置１９０を作動させることで、所定数の遊技球を下部流路１９８に排出するよ
うになっている。
【００６２】
　排出装置１９０の排出口に接続した下部流路は、裏機構枠１６０の裏面側から見た右端
に沿って取り付けられた下部流路形成部材１９７によって形成されており、排出装置１９
０から排出された遊技球を下方に誘導するようになっている。この下部流路は、上皿１５
３に接続しており、排出装置１９０から排出された所定数の遊技球が、発射操作ユニット
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１５０の前面に形成された上皿１５３に排出されるようになっている。なお、球貯留タン
ク１９２の排出口１９２ａから排出装置１９０に至る流路内には、常に遊技球が待機して
いる状態となっており、排出装置１９０によって流路内の遊技球が排出されることに伴っ
て球貯留タンク１９２から流路に遊技球が流入するようになっている。
【００６３】
　図１，４，８に示すように、前面枠本体１３０の開口部１３１に嵌め込まれる遊技盤１
は、遊技盤本体１ｂと、遊技盤本体１ｂの裏面側に配される遊技盤裏面構成部材８０とを
備える。遊技盤本体１ｂは透明な合成樹脂（例えば、ポリカーボネートやアクリル）から
なり、前面には、遊技領域区画壁９で囲まれた第１遊技領域１ａを有し、この第１遊技領
域１ａ内に発射装置（図示略）から遊技球（打球；遊技媒体）を発射して遊技を行うよう
になっている。
【００６４】
　遊技盤本体１ｂの前面側には、第１遊技領域１ａを区画する遊技領域区画壁９を備える
遊技領域区画部材８，８，…が取り付けられている。この遊技領域区画部材８，８，…は
所定の厚みを有し、遊技盤本体１ｂの前面の四隅に配されて第１遊技領域１ａを区画する
ものであって、遊技盤１の中心側に配される側面が第１遊技領域１ａを区画する遊技領域
区画壁９をなしている。また、遊技領域区画部材８，８，…は不透明な材質からなり、第
１遊技領域１ａ以外から遊技機１００の内部が見えないようになっている。
【００６５】
　さらに、遊技盤本体１ｂの四隅に配された遊技領域区画部材８，８，…には、遊技盤１
を前面枠本体１３０に形成された開口部に対して着脱可能とする係合凹部８ｂ、固定凹部
８ｃが形成されている。前面側から見て左側の上下にある遊技領域区画部材８，８には、
前面枠本体１３０に設けられた係合部材１３２，１３２が係合可能な係合凹部８ｂが形成
され、遊技盤１の前面側から見て右側の上下にある遊技領域区画部材８，８には、前面枠
本体１３０に設けられた固定部が係合可能な固定凹部８ｃが形成されている。そして、前
面枠本体１３０に形成された開口部に対して、前面側から係合凹部８ｂ，８ｂを係合部材
１３２，１３２に係合させ、この係合部分を軸として他端部を後方に回動させて開口部に
収容し、固定凹部８ｃ，８ｃに固定部１３３，１３３を係合させることで遊技盤１が前面
枠本体１３０に固定されるようになっている。
【００６６】
　遊技盤１を構成する遊技盤本体１ｂの前面側に形成された第１遊技領域１ａ内には、遊
技盤１の装飾や遊技球を流下案内する遊技装置として、入賞装置をなす始動入賞口１０お
よび普通変動入賞装置３、特別変動入賞装置４、一般入賞口形成部材１４，１４に設けら
れた一般入賞口２，２が設けられている。さらに遊技装置として、障害部材をなす風車と
呼ばれる打球方向変換部材１１，１１、多数の障害釘（図示略）、流下方向規制装置７が
設けられている。また、この他に遊技装置として、普図始動ゲート６、入賞口などに入賞
しなかった遊技球を回収するアウト口５、ランプ・ＬＥＤなどの遊技盤装飾装置などが設
けられている。また、遊技盤本体１ｂの裏面側には、遊技球が流下可能な後述する第２遊
技領域２０が設けられ、第１遊技領域１ａには遊技装置として、この第２遊技領域２０へ
の導入口をなすワープ入口１２，１２、第２遊技領域２０からの導出口１３が設けられて
いる。
【００６７】
　普図始動ゲート６は遊技球が上下に通過可能なゲートであり、その内部には遊技球の通
過を検出するゲートセンサ６ａ（図４に図示）が設けられている。そして、該ゲートセン
サ６ａで遊技球が検出されることに基づき普図変動表示ゲームの始動条件が成立するよう
になっている。また、普図変動表示ゲームは、遊技盤１の前面側に設けられた図示しない
普図変動表示器にて表示されるようになっている。さらに、遊技盤１の前面側には、未処
理となっている第１普図変動表示ゲームの回数をＬＥＤの点滅で表示する図示しない普図
始動記憶表示器が設けられている。
【００６８】
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　始動入賞口１０および普通変動入賞装置３は第１遊技領域１ａの下部にあって、その内
部には遊技球の流入を検出する始動口センサが設けられている。この始動入賞口１０およ
び普通変動入賞装置３は、特図始動入賞口であって、始動口センサで遊技球が検出される
ことに基づき特図変動表示ゲームの始動条件が成立するようになっている。この特図変動
表示ゲームは、遊技盤１の前面側に設けられた図示しない特図変動表示器にて表示される
ようになっている。また、遊技盤１の前面側には、未処理となっている特図変動表示ゲー
ムの回数をＬＥＤの点滅で表示する図示しない特図始動記憶表示器が設けられている。
【００６９】
　普通変動入賞装置３は左右一対の開閉部材３ａ，３ａを具備し、始動入賞口１０の下部
に配設され、この開閉部材３ａ，３ａは、常時は遊技球が流入不能な閉じた状態（遊技者
にとって不利な状態）を保持しているが、普図変動表示ゲームの結果が所定の停止表示態
様（例えば、「７」）となった場合には、普図の当たりとなって、普通変動入賞装置３の
開閉部材３ａ，３ａが所定時間（例えば、０.５秒間）逆「ハ」の字状に開いて普通変動
入賞装置３に遊技球が流入し易い状態（遊技者にとって有利な状態）に変化されるように
なっている。これにより、特図変動表示ゲームの始動が容易となる。
【００７０】
　また、特図変動表示ゲームは、第１遊技領域１ａ内に設けられた特図変動表示器で実行
されるが、ここで実行される特図変動表示ゲームに対応する表示ゲームが上述した表示ユ
ニット１７０の画像表示面１７１に表示されるようになっている。この特図変動表示ゲー
ムに対応した表示ゲームの表示領域は、遊技盤本体１ｂの裏面側に配された表示領域区画
壁６４，８９、役物装置２５によって区画された領域であって、透明な材質からなる遊技
盤本体１ｂを通して、その裏面側に配された表示ユニット１７０の画像表示面１７１を視
認可能な領域となっている。なお、遊技機１００に特図変動表示器を備えずに、表示ユニ
ット１７０のみで特図変動表示ゲームを実行するようにしても良い。そして、特図変動表
示ゲームの結果として、特図変動表示器の表示態様が特別結果態様（たとえば「７」）と
なった場合には、大当たりとなって特別遊技状態（いわゆる、大当たり状態）となる。ま
た、これに対応して画像表示面１７１における表示ゲームの表示態様も特別結果態様（例
えば、「７，７，７」等のゾロ目数字の何れか）となる。
【００７１】
　特別変動入賞装置４は、上端側が手前側に倒れる方向に回動して開放可能になっている
アタッカ形式の開閉扉４ａによって開閉される大入賞口を備えていて、特別遊技状態中は
、大入賞口を閉じた状態から開いた状態に変換することにより大入賞口内への遊技球の流
入を容易にさせる。なお、開閉扉４ａは、ソレノイド（大入賞口ＳＯＬ）により駆動され
る。また、大入賞口の内部（入賞領域）には、該大入賞口に入った遊技球を検出するため
の大入賞口用センサ（カウントセンサ）が配設されている。
【００７２】
　一般入賞口形成部材１４，１４は、第１遊技領域１ａの下部に位置する遊技領域区画壁
９に沿って配されており、前面側には一般入賞口２，２が形成されている。また、この一
般入賞口２，２には、一般入賞口２，２に入った遊技球を検出するための一般入賞口セン
サが配設されている。また、一般入賞口形成部材１４，１４は、遊技に関連した装飾が施
されて一部が光を透過可能に構成されているとともにＬＥＤなどを備えており、遊技盤１
の装飾を行う遊技盤装飾装置の一部をなしている。
【００７３】
　そして、遊技を開始することにより第１遊技領域１ａ内に打ち込まれた遊技球が、一般
入賞口２，２、特図始動入賞口（始動入賞口１０、普通変動入賞装置３）、大入賞口（特
別変動入賞装置４）等の入賞口の何れかに入賞すると、それぞれの入賞口に対応した所定
数の賞球としての遊技球が排出発射制御装置３４（排出発射制御基板）の制御により排出
装置１９０によって上皿１５３に排出される（払い出される）ようになっている。
【００７４】
　また、流下方向規制装置７は、第１遊技領域１ａとなる遊技盤本体１ｂの前面に突出す
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るように取り付けられている。この流下方向規制装置７は透光性を有する材質からなる部
材で、鎧部７ａとその両端に接続した案内部７ｂ，７ｂとから略コ字状に形成されていて
、コ字状の開口部分が下側を向くように第１遊技領域１ａの中央部に配され、第１遊技領
域１ａの中央部分を区画するようになっている。これによって、第１遊技領域１ａに発射
されて流下する遊技球が第１遊技領域１ａの左右に振り分けられ、第１遊技領域１ａの中
央部分における画像表示面１７１の視認性が保たれるようになっている。
【００７５】
　この流下方向規制装置７の鎧部７ａは、第１遊技領域１ａの中央部分に対して上側に配
されて上方に突出するような円弧状をしており、その上面が中央から左右に下るような傾
斜面とされている。このように上面が円弧状となっていることで、第１遊技領域１ａの上
方に発射され、流下する遊技球を傾斜に沿って左右に振り分けることができるようになっ
ている。
【００７６】
　また、鎧部７ａの端部に連続した案内部７ｂ，７ｂは、第１遊技領域１ａの中央部分に
対して左右に配されて下方に向かって延在するようになっている。この案内部７ｂ，７ｂ
は、鎧部７ａで左右に振り分けられた遊技球が中央部分へ戻らないように下方へ案内する
ものである。また、この案内部７ｂ，７ｂの下端部にはワープ流路への入口となるワープ
入口１２，１２が、流下方向規制装置７の外側（案内部７ｂと、対向する遊技領域区画壁
９との間）を流下する遊技球を受け入れ可能に形成されている。また、遊技盤本体１ｂに
おけるワープ入口１２，１２が配される部分には、前後に貫通したワープ孔が形成され、
ワープ入口１２，１２から流入した遊技球を、遊技盤本体１ｂの裏面側に形成された後述
する第２遊技領域２０へ誘導可能とされている。
【００７７】
　また、第１遊技領域１ａにおける始動入賞口１０の上側には、後述する第２遊技領域２
０からの導出口１３が形成されている。この導出口１３は、遊技盤本体１ｂに形成された
前後に貫通した導出孔に導出口形成部材２３を取り付けることで構成されている。この導
出口形成部材２３は、遊技盤本体１ｂと略同じ厚みを有し、導出孔に嵌め込まれる部分に
導出口１３を形成する筒状の開口２３ａが形成されている。この筒状の開口２３ａの内周
面における下側の面（導出口１３の底面）は、後方に配される後述するステージ部材２１
の形状に合わせた曲面とされているとともに前側に傾斜するようにされており、ステージ
から前側に誘導された遊技球を第１遊技領域１ａに誘導可能とされている。また、この曲
面とされた遊技球が転動する下側の面の下方には、ステージの下方に前後方向に沿って延
在するように形成された球誘導路２２の下流側端部が形成されている。導出口形成部材の
前端部に位置する球誘導路２２の下流側端部は、始動入賞口１０の直上に位置するように
なっており、ここを流下した遊技球は高い確率で始動入賞口１０に流入するようになって
いる。
【００７８】
　図４，９に示すように、遊技盤１を構成する遊技盤本体１ｂの裏面側には、遊技盤裏面
構成部材８０が取り付けられている。この遊技盤裏面構成部材８０は、上部カバー部材８
１、下部カバー部材８２、側部カバー部材８４とから遊技盤本体１ｂの周囲に沿う矩形状
に形成され、不透明又は半透明とされた合成樹脂（例えば、ポリカーボネートやＡＢＳ）
からなる。この遊技盤裏面構成部材８０の略中央部には、遊技盤本体１ｂに形成された第
１遊技領域１ａの大部分と重なるように略矩形状の視認開口８７が形成されている。
【００７９】
　上部カバー部材８１は、遊技盤本体１ｂの裏面における上側部分を覆う板状の部材で、
左右及び上側の周縁が遊技盤本体１ｂの上側部分における外周に沿うような形状をしてい
る。また、下側の周縁は、遊技盤本体１ｂの前面側に形成された第１遊技領域１ａの周縁
をなす遊技領域区画壁９に略沿うように湾曲した形状とされている。
【００８０】
　また、この上部カバー部材８１が配される部分における遊技盤本体１ｂの裏面には役物
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装置２５が取り付けられている。この役物装置２５の詳細な構成については後述するが、
この役物装置２５はその大部分が、上部カバー部材８１の下側の周縁よりも下側に配され
るようになっていて、その前面は遊技盤１の前面側から遊技盤本体１ｂを透して視認可能
となっており、この前面には、例えば機種名や装飾図柄などが描かれ、装飾が施された取
付ベース４１、装飾板４２が配されている。
【００８１】
　この役物装置２５は、図１５（ａ）に示すように、内部に装飾部材７６と、この装飾部
材７６を駆動する駆動装置９０が設けられており、遊技の進行に合わせて、図１５（ｂ）
に示すように、装飾部材７６を視認開口８７に現出させることで、遊技の演出を行うもの
である。また、図４に示すように、この役物装置２５は遊技盤装飾装置の一部をなすもの
であって、第１演出制御装置３３が第２演出制御装置３１を介して制御するようになって
いる。また、役物装置２５は所定の前後幅を有し、遊技盤１と表示ユニット１７０の間の
上部の隙間から遊技機１００の内部が見えないようにする機能も有する。
【００８２】
　下部カバー部材８２は、遊技盤本体１ｂの裏面における下側部分を覆う板状の部材で、
左右及び下側の周縁が遊技盤本体１ｂの下側部分における外周に沿うような形状をしてい
る。また、上側の周縁は第１遊技領域１ａに設けられた下部役物装置（普通変動入賞装置
３、特別変動入賞装置４、一般入賞口形成部材１４，１４）の後部を覆うことができるよ
うに、下部役物装置の配設部位における上縁部に沿う形状とされている。この下部カバー
部材８２の裏面側には、下部役物装置の後部を覆う下部覆い部材６０が取り付けられるよ
うになっている。すなわち、下部カバー部材８２は下部覆い部材６０の取り付けベースを
なす。
【００８３】
　下部覆い部材６０はその前面側に、始動入賞口１０、普通変動入賞装置３、特別変動入
賞装置４、一般入賞口２，２などに入賞した遊技球を流下させる入賞球流路を備える。こ
の入賞球流路は、遊技機１００の外部（島設備の回収樋）に連通する図示しない流路に接
続するようになっている。また、この下部覆い部材６０の裏面側から見て左側の端部は、
上下方向に沿って延在する回動軸を備える連結部６２が形成されており、第２演出制御装
置３１が左右方向に扉状に回動可能に軸支されるようになっている。
【００８４】
　また、下部覆い部材６０は透明な材質からなり、一部がレンズのように加工されていて
、裏面側に配されたＬＥＤ基板（図示略）に備えられたＬＥＤからの光を下部役物装置に
向けて誘導する機能も有する。さらに、下部覆い部材６０の上部には着色されて半透明と
された板状の表示領域区画壁６４が形成されており、表示領域を区画するとともに、遊技
機１００の内部が見えないようにしている。なお、表示領域区画壁６４の形状は、下部覆
い部材６０の前面に配された部材に対応した形状（一部が曲面）とされている。また、表
示領域区画壁６４の下側には、ＬＥＤ基板６３が表示領域区画壁６４と平行になるように
水平に配設されている。そして、このＬＥＤ基板６３の上面に配されたＬＥＤにより表示
領域区画壁６４を下側から照らすことで、その光が半透明の表示領域区画壁６４を介して
遊技領域を装飾するようになっている。また、下部覆い部材６０の裏面には、配線を中継
するための中継基板６５が備えられている。また、下部覆い部材６０の裏面側には第２演
出制御装置３１が取り付けられ、該第２演出制御装置３１の裏面側には遊技制御装置３０
が取り付けられている。
【００８５】
　第２演出制御装置３１は、画像データなどを記憶したＲＯＭを備える演出データ基板と
、遊技盤装飾装置を駆動するための盤装飾ドライバを備えたドライバ基板を備え、遊技制
御装置３０の制御の下で演出の制御を行うものである。この第２演出制御装置３１の裏面
側には、第１演出制御装置３３のコネクタ部３３ａと直接接続するためのコネクタ部（図
示略）が露出している。また、第２演出制御装置３１の裏面側には、左右方向に沿って延
在する回動軸を備える一対の支持部３１ａ，３１ａが形成されており、遊技制御装置３０
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を上下方向に扉状に回動可能に軸支するようになっている。また、遊技を制御する遊技制
御装置３０を軸支する支持部３１ａ，３１ａの近傍には、遊技制御装置３０が第１演出制
御装置３３の裏面に沿って配された状態、すなわち遊技制御装置３０が起立した状態を保
持する保持部材（図示略）が設けられている。すなわち、第２演出制御装置３１の裏面は
遊技制御装置３０を取り付けるための台座をなす。
【００８６】
　すなわち、機種に依存する演出データ基板を備えた第２演出制御装置３１、遊技制御装
置３０は遊技盤１に取り付けられ、複数の機種で共通使用可能な第１演出制御装置３３、
排出発射制御装置３４、電源供給装置３７は前面枠本体１３０もしくは裏機構枠１６０に
取り付けられている。よって、遊技盤１を変更することにより機種に依存する装置（基板
）のみが交換され、遊技機１００の遊技内容を変更することが可能である。
【００８７】
　側部カバー部材８４は、遊技盤本体１ｂの左右それぞれの側端に沿って取り付けられて
おり、上端部が上部カバー部材８１の下端に接して連続するように配されるとともに、下
端部が下部カバー部材８２の上端部に接して連続するように配される。さらに、側部カバ
ー部材８４と一体に表示領域区画壁８９を備える側壁部材８８が取り付けられている。
【００８８】
　側壁部材８８は、表示領域を区画する表示領域区画壁８９を備え、該表示領域区画壁８
９が遊技盤本体１ｂに対して上下方向に延在するとともに後方へ延出するような向きで配
される。なお、左右の表示領域区画壁８９は遊技盤本体１ｂに対して略垂直に配されるが
、より詳細には、後方へ向かって間隔が狭くなるように若干斜めに配されるようになって
いる。
【００８９】
　この表示領域区画壁８９は、表示領域区画壁８９を通して遊技機１００の内部が透けて
見えない程度の半透明とされており、表示領域区画壁８９の外側を前方から隠蔽するよう
に構成されている。また、表示領域区画壁８９の遊技盤本体１ｂの側端側に配される面に
は波状の凹凸が形成されており、さらに、表示領域区画壁８９の遊技盤本体１ｂの中央側
に配される面には、不透明な装飾用のシールが貼付されるようになっており、表示領域区
画壁８９を透して遊技機１００の内部が見えないようになっている。
【００９０】
　以上のような構成を有する役物装置２５、表示領域区画壁８９，６４によって、遊技盤
本体１ｂの裏面側に前後方向に沿った筒状の空間が形成される。この表示領域区画壁８９
，６４および役物装置２５は、遊技盤１の後方に配される後述する表示ユニット１７０の
画像表示面１７１に近接するように配され（当接はしない）、特図変動表示ゲームに対応
した表示ゲームなどの表示領域を区画するようになっている。すなわち、表示ユニット１
７０の画像表示面１７１のうち、表示領域区画壁８９，６４および役物装置２５で囲まれ
た領域が遊技盤１の前面側から視認可能な表示領域（視認領域）となる。これによって、
第１遊技領域１ａの大部分に表示ユニット１７０の画像が表示されることとなる。また後
述するように、この遊技盤本体１ｂの裏面側における表示領域区画壁８９，６４および役
物装置２５で囲まれた領域の一部が、遊技球が流下可能な第２遊技領域２０とされている
。
【００９１】
　なお、画像表示面１７１の面積は、遊技盤裏面構成部材８０に形成された視認開口８７
よりも広いので、視認開口８７から露出する領域に所定の画像が表示されるように第１演
出制御装置３３によって制御されている。また、上述したように、表示領域区画壁８９，
６４と役物装置２５は、遊技機１００の内部が見えないようにする機能も有しており、こ
れらで囲まれた視認開口８７の外周部分となる領域は遊技盤１の前面側からは見えないよ
うになっている。
【００９２】
　また、上部カバー部材８１、下部カバー部材８２の裏面には、遊技盤本体１ｂの左右端
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部に沿って配される周縁の近傍に後方へ突出する押圧部８３，８３，…が形成されている
。この押圧部８３，８３，…は、図８に示すように、遊技盤１の裏面側に配される表示ユ
ニット１７０の前面（表示ユニット１７０の外枠をなす表示ユニットケース１７４の前面
）に、その後端部が当接するようになっている。表示ユニット１７０は、付勢部材として
の圧縮コイルばね１８２によって前側に付勢されているので、押圧部８３，８３，…と表
示ユニット１７０は密着した状態で保持されるようになっている。
【００９３】
　また、押圧部８３，８３，…は上部カバー部材８１の裏面、下部カバー部材８２の裏面
に形成された基部８３ａと、基部８３ａの後端部にねじによって取り付けられた摩擦係数
が低い材質（例えば、ポリアセタール、金属）からなる押圧部材８３ｂとを有している。
さらに、上部カバー部材８１、下部カバー部材８２の裏面側から見て右側に位置する押圧
部８３，８３の基部８３ａには、押圧部材８３ｂに加え、上下方向に沿った軸を中心に回
動可能なローラ８３ｃが、外側に位置する角部に取り付け可能とされている。
【００９４】
　表示ユニット１７０の前面に当接する押圧部８３，８３，…がこのような構成を有する
ことで、押圧部８３，８３，…が表示ユニット１７０の前面に当接し、押圧した状態で、
容易に適切な位置に移動することができるようになっている。
【００９５】
　また、押圧部８３，８３，…は、所定の前後幅を有しており、押圧部８３，８３，…が
表示ユニット１７０の前面に当接することで、図１０（ｂ）に示すように、遊技盤１と表
示ユニット１７０は所定の間隔をおいて平行に配され、両者の間に空間部が形成されるよ
うになっている。なお、押圧部８３，８３，…の前後幅は、上述した表示領域区画壁８９
，６４、役物装置２５の前後幅よりも若干広くされており、押圧部８３，８３，…が表示
ユニット１７０の前面に当接することで、表示領域区画壁８９，６４、役物装置２５が画
像表示面１７１に近接した位置に配されるようになっている。
【００９６】
　また、遊技盤１の裏面上部に配された役物装置２５は、役物装置配置空間１８８をなす
表示ユニット収納部１６８に収容される。この表示ユニット収納部１６８の上部において
は、上方に球貯留タンク１９２が位置し、後方壁１６１ａを挟んで後方に整列案内流路１
９３ａを形成する整列案内流路形成部材１９３が位置するようになっている。すなわち、
役物装置２５は、遊技盤１と整列案内流路１９３ａとの間で、且つ球貯留タンク１９２の
下方に配設されることとなる。
【００９７】
　以上のことから、前面枠１２０の裏面側には、遊技球を排出する球排出機構が設けられ
、球排出機構は遊技盤１の後方で且つ変動表示装置（表示ユニット１７０）の上方に配設
され、遊技球を貯留する球貯留タンク１９２と、該球貯留タンク１９２の後方且つ下方に
配設され、該球貯留タンク１９２から流下された遊技球を整列して案内する整列案内流路
１９３ａと、を備え、遊技盤１と整列案内流路１９３ａとの間で且つ球貯留タンク１９２
の下方に、役物装置２５を配設したこととなる。
【００９８】
　このように、遊技盤１に対して表示ユニット１７０が所定の間隔をおいて遊技機１００
の奥側に配されるので、表示ユニット１７０と遊技者との距離を確保でき、奥行き感を出
すことができるとともに、大型の表示ユニット１７０を用いた場合でも、遊技者にとって
見やすい構成とすることができる。また、遊技盤側から入り込む外光によって画像表示面
１７１における表示が見にくくなることを防止できる。
【００９９】
　また、遊技盤本体１ｂの裏面側における表示領域区画壁８９，６４および役物装置２５
で囲まれた領域内には、遊技装置としてのステージ部材２１が配されている。このステー
ジ部材２１は透光性を有する材質からなる板状の部材であって、左右の端部は表示領域区
画壁８９に一部が支持されるとともに近接して配され、後端部は表示領域区画壁８９の後
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端部と等しい前後位置に配されている。すなわち、このステージ部材２１によって、表示
領域区画壁８９，６４および役物装置２５によって形成された前後方向に沿った筒状の空
間が上下に区画されるようになっている。そして、遊技盤１の裏面側に表示ユニット１７
０が配されることで、表示ユニット１７０と表示領域区画壁８９、ステージ部材２１およ
び役物装置２５によって囲まれた空間である第２遊技領域２０が遊技盤本体１ｂの裏面側
に形成される。このように形成される第２遊技領域２０へは、案内部７ｂ，７ｂに形成さ
れたワープ入口１２，１２に流入した遊技球が誘導されるようになっている。
【０１００】
　遊技盤本体１ｂの裏面におけるワープ入口１２，１２と対応する位置には、遊技装置と
しての遊技球流路形成部材をなすワープ流路形成部材２４，２４が配されている。このワ
ープ流路形成部材２４，２４は透光性を有する材質からなる部材で、ワープ入口１２，１
２に流入してワープ孔を通って遊技盤本体１ｂの裏面に至った遊技球を、ステージ部材２
１の上面に形成されたステージ２１ａ上に誘導するワープ流路が内部に形成されている。
このワープ流路は、遊技球を一列で流下可能な筒状の流路であって、その入口となる上流
側端部は遊技盤本体１ｂに形成されたワープ孔に接続しており、ここから遊技盤本体１ｂ
の裏面に沿って遊技盤本体１ｂの側端方向へ屈曲し、出口となる下流側端部はステージ２
１ａの側端部の上方に近接した位置に配されるようになっている。これによって、第１遊
技領域１ａに開口したワープ入口１２に流入した遊技球は、ワープ流路を通って第２遊技
領域２０におけるステージ部材２１の上面に形成されたステージ２１ａ上を遊技盤１の外
側に向かって流下するように誘導されることとなる。このように、ワープ流路からステー
ジの側端方向へ遊技球が排出されるので、ステージ２１ａの端から端まで有効に利用でき
るようになり、ステージ２１ａ上に一度に多数の遊技球を転動させることが可能となる。
【０１０１】
　ステージ部材２１は、左右両側が中央に向かって下る傾斜面となっているとともに、中
央部が上向きに突出した略Ｗ字状に形成されている。そして、このステージ部材２１の上
面が、遊技球が転動するステージ２１ａとされ、遊技球が略Ｗ字状の傾斜に沿って左右に
転動するようになっている。また、このステージ部材２１の中央部は、遊技盤本体１ｂに
形成された導出口１３の後方に位置するように形成されており、ステージ２１ａは、導出
口形成部材２３によって形成された導出口１３の底面に連続するようになっている。これ
によって、ステージ２１ａ上を転動する遊技球は前側へ誘導され、導出口１３から第１遊
技領域１ａへ導出されることとなる。
【０１０２】
　また、ステージ２１ａの左右方向の中央であって、遊技球が転動する面の下側には、遊
技球が流下可能な流路である球誘導路２２の後方部分が形成されている。この球誘導路２
２は、前後方向に沿って延在するように形成された遊技球が一個流下可能な内径を有する
筒状の流路で、前側に向かって下るように傾斜している。この球誘導路２２の上流側端部
はステージ２１ａに開口しており、下流側端部は上述したように、導出口形成部材２３の
前端部に開口している。
【０１０３】
　次に、遊技盤本体１ｂの裏面上部に取り付けられた役物装置２５の詳細な構成について
図４，９から１５を参照して説明する。この役物装置２５は、前方に配される前面装飾部
材４０と、該前面装飾部材４０の後方に取り付けられ、可動部材７０と駆動源としてのモ
ータ９１を備える駆動装置９０とを収納した収納ケース５０とを備える。
【０１０４】
　図１２，１３，１４に示すように、収納ケース５０は、前側に前面装飾部材４０が取り
付けられる前面壁５１と、該前面壁５１の後面における外周に沿って、前面壁５１に対し
て垂直に後方へ延出するように形成された側壁５２と、該側壁５２の後端部に、外周が側
壁５２に沿うように前面壁５１と平行に配される後面壁５３とを有する。また、側壁５２
は一部が途切れて内部空間である収納部５４に連通する開口部５５を形成しており、収納
ケース５０はこの開口部５５が下側を向くように遊技盤本体１ｂに配されるようになって
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いる。この収納ケース５０の前面壁５１の前面には、前面装飾部材４０が取り付けられる
ようになっていて、前面壁５１の前面には、前面装飾部材４０を所定位置に配するための
前方に突出する複数のボス５１ａ，５１ａ，…が形成されている。また、前面壁５１には
、前面装飾部材４０をねじによって固定するための前後に貫通するねじ孔５１ｂ，５１ｂ
，…が複数形成されている。
【０１０５】
　収納ケース５０の内部空間である収納部５４には、可動部材７０と、該可動部材７０を
駆動する駆動源としてのモータ９１と、可動部材７０の動作状態を検出する検出センサ７
７が設けられている。そして、可動部材７０は、前面壁５１の後面から前後方向に沿って
後方に延出した回動軸５６に回動可能に軸支されるリンク部材７１と、リンク部材７１に
取り付けられ、開口部５５から下方に現出する装飾部材７６、リンク部材７１を付勢する
付勢部材としての引張コイルばね７８とを有する。
【０１０６】
　リンク部材７１は、前面壁５１に形成された回動軸５６と回転可能に嵌合する軸受部７
２と、該軸受部７２から延出する駆動受部７３と装飾部材取付部７４を有する。このうち
軸受部７２は、回動軸５６の長さよりも若干短い前後幅を有する円筒形の部分で、中心部
に前後方向に沿って延在する筒状の挿通空間７２ａを有し、この挿通空間７２ａの前後に
軸受部材７５，７５（フランジ付きブッシュ）を取り付けた状態で回動軸５６を挿通する
ことで、リンク部材７１が回動可能に軸支されるようになっている。
【０１０７】
　この軸受部７２の側面における後方側部分には、挿通空間７２ａの延在方向に対して垂
直に延出する駆動受部７３が形成されている。この駆動受部７３は、軸受部７２の側面か
ら挿通空間７２ａの延在方向に対して垂直に延出する延出部７３ａを有し、この延出部７
３ａの先端には、延出部７３ａの延出方向に対して垂直に、すなわち挿通空間７２ａの延
在方向に沿って前方へ延出する軸状の被押圧部７３ｂが形成されている。この被押圧部７
３ｂは、後述するモータ９１に接続した動力伝達部材９４の押圧部９４ｃに押圧される部
分であって、その前端は軸受部７２の前端と略等しい前後位置まで延出している。
【０１０８】
　また、軸受部７２の側面における後方側部分であって、挿通空間７２ａを挟んで対向す
る位置には、挿通空間７２ａの延在方向に対して垂直に延出する装飾部材取付部７４が形
成されている。この装飾部材取付部７４の先端部には、収納部５４内に収納可能な大きさ
を有するバットの形状を模した装飾部材７６が取り付けられている。
【０１０９】
　このような可動部材７０は、図１４（ａ）に示すように、前面壁５１の後面に形成され
た回動軸５６をリンク部材７１の軸受部７２の挿通空間７２ａに挿通し、回動軸５６の先
端に固定部材５８（Ｅ形止め輪）を取り付けることで、リンク部材７１が回動可能な状態
で収納部５４に取り付けられる。このとき、装飾部材７６が取り付けられた装飾部材取付
部７４が役物装置２５の裏面側から見て、回動軸５６の左側に位置するような向きで取り
付ける。このように回動可能に取り付けられた可動部材７０の回動範囲は、図１５（ａ）
に示すように、装飾部材７６が収納部５４に収納されて前面側から視認不能な収納位置か
ら、図１５（ｂ）に示すように、装飾部材７６が下方の開口部５５から現出し、前面側か
ら視認可能となる現出位置までの範囲となっている。また、後面壁５３の前面であって、
駆動受部７３の後方に位置する部分には、リブ状の規制部（図示略）が前方に突出するよ
うに形成されており、この規制部によって駆動受部７３の移動範囲を規制することで可動
部材７０の回動範囲を規制するようになっている。
【０１１０】
　また、図１４（ｂ）に示すように、装飾部材取付部７４の装飾部材７６が取り付けられ
た先端部よりも軸受部７２側の前面には、可動部材７０の動作状態を検出センサ７７で検
出するためのセンサ検出部７４ａが形成されている。このセンサ検出部７４ａは、装飾部
材取付部７４の前面に対して垂直に前方に延出する板状をしており、回動軸５６を中心と



(20) JP 5820330 B2 2015.11.24

10

20

30

40

50

する円に沿って湾曲した円弧状に形成されている。
【０１１１】
　そして、可動部材７０の動作状態を検出する検出センサ７７は、図１３に示すように、
発光部７７ａと受光部７７ｂとが対向して配された光センサで、受光部７７ｂにおいて発
光部７７ａからの光を検出することでＯＮ信号を出力するものであり、収納部５４におけ
る前面壁５１の後面に取り付けられている。この検出センサ７７の詳細な取り付け位置は
、図１４（ａ）に示すように、収納部５４における前面壁５１の後面であって装飾部材７
６が収納位置にある際に、センサ検出部７４ａが発光部７７ａと受光部７７ｂの間に配さ
れるような位置に取り付けられている。
【０１１２】
　この検出センサ７７においては、装飾部材７６が収納位置にあるときは、装飾部材取付
部７４に形成されたセンサ検出部７４ａが検出センサ７７の発光部７７ａと受光部７７ｂ
との間に挿入された状態となり、発光部７７ａからの光が遮られて受光部７７ｂで検出不
能な状態、すなわち検出センサ７７がＯＦＦとなる。また、図１５（ｂ）に示すように、
装飾部材７６が現出位置にあるときは、センサ検出部７４ａが検出センサ７７の発光部７
７ａと受光部７７ｂの間から退避し、発光部７７ａからの光を受光部７７ｂで検出可能な
状態、すなわち検出センサ７７がＯＮとなる。これにより、検出センサ７７を監視するこ
とで可動部材７０の動作状態を検出することが可能となる。
【０１１３】
　また、装飾部材取付部７４の装飾部材７６が取り付けられた先端部よりも軸受部７２側
の上面には、付勢部材としての引張コイルばね７８の一端を固定する付勢部材固定部７４
ｂが形成されている。この付勢部材固定部７４ｂに一端が固定された引張コイルばね７８
の他端は、回動軸５６よりも上側に位置する側壁５２に形成された固定部５２ａに固定さ
れるようになっている。これにより、回動軸５６を中心に回動可能な可動部材７０は、装
飾部材７６が収納部５４に収納された収納位置に戻るように付勢されることとなる。
【０１１４】
　図１４（ａ）に示すように、駆動装置９０は駆動源としてのモータ９１（ステッピング
モータ）を備え、役物装置２５の裏面側から見て可動部材７０の左右方向に並んだ右側の
位置に、モータ９１の駆動軸９２が役物装置２５の左右方向に沿って可動部材７０側に延
出するような向きで配されている。すなわち、役物装置２５の左右方向に沿った駆動軸９
２の延在方向は、前面壁５１に役物装置２５の前後方向に沿って形成された回動軸５６の
延在方向と直交するようになっている。
【０１１５】
　モータ９１は、図１３に示すように、モータ取付部材９３に固定されていて、このモー
タ取付部材９３を側壁５２に固定することで収納部５４内に固定されるようになっている
。なお、このように所定位置に固定されたモータ取付部材９３の後面は、図４に示すよう
に、後面壁５３に形成された開口５３ａにちょうど嵌り、両者の後面が面一になるように
なっている。
【０１１６】
　図１４（ａ）に示すように、モータ９１の駆動軸９２は、モータ取付部材９３の一側面
に形成された開口から突出しており、この駆動軸９２には、動力伝達部材９４が取り付け
られている。この動力伝達部材９４は、駆動軸９２に固定される固定部９４ａと、該固定
部９４ａの先端に位置し、駆動軸９２の延在方向に対し垂直に側方へ延出する延出部９４
ｂと、該延出部９４ｂの先端に形成され、延出部９４ｂの延在方向に対して垂直に、駆動
軸９２の延出方向に沿って可動部材７０側へ延出する押圧部９４ｃからなるクランク状に
形成された部材である。この動力伝達部材９４の押圧部９４ｃは、上述したように回動軸
５６に取り付けられたリンク部材７１における、役物装置２５の裏面側から見て回動軸５
６の右側に位置する駆動受部７３の被押圧部７３ｂの下側に位置するように配される。
【０１１７】
　このように可動部材７０とモータ９１を左右方向に並べるとともに、可動部材７０の回
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動軸５６の延在方向とモータ９１の駆動軸９２の延在方向が直交するように配置すること
で、役物装置２５の前後幅を狭くでき、遊技盤１と表示ユニット１７０との間の狭い空間
に効率よく役物装置２５を配設できるようになる。
【０１１８】
　以上のことから、駆動源をモータ９１により構成し、可動部材７０とモータ９１を左右
方向に並べるとともに、可動部材７０の回動軸５６の延在方向とモータ９１の駆動軸９２
の延在方向が直交するように配置したこととなる。
【０１１９】
　図１２に示すように、この収納ケース５０の前面に取り付けられる前面装飾部材４０は
、各種部材を取り付ける取付ベース４１と、該取付ベース４１の前面側に取り付けられる
装飾板４２を備える。また、前面装飾部材４０は、取付ベース４１の裏面側に、レンズ部
材４３，４４や光拡散シート４５、複数の発光源としてのＬＥＤ４６ａ，４６ａ，…が配
された発光基板としてのＬＥＤ基板４６を備える。
【０１２０】
　取付ベース４１は板状の部材で、遊技盤本体１ｂの裏面と対向して配されるようになっ
ており、この取付ベース４１の左右の端部における一部には、遊技盤本体１ｂの裏面に固
定するための固定部４１ａ，４１ａが形成されている。この固定部４１ａ，４１ａには、
前後に貫通するねじ孔４１ｂ，４１ｂが形成されている。また、固定部４１ａ，４１ａの
前面には、前方に突出する位置決め用のボス４１ｃが形成されている。
【０１２１】
　また、取付ベース４１には、レンズ部材４３，４４を取り付けるための前後に貫通した
開口部であるレンズ取付部４１ｄ，４１ｄ，…が形成されている。このレンズ取付部４１
ｄ，４１ｄ，…には、後方からレンズ部材４３，４４が嵌め込まれるようになっている。
また、取付ベース４１の前面側の上部には装飾板取付部４１ｅが形成されており、ここに
前面側に装飾が施された装飾板４２がねじによって固定される。この装飾板４２の上部は
、図１３に示すように、取付ベース４１よりも上側に延出するようになっている。
【０１２２】
　レンズ部材４３，４４は、光を透過可能な材質からなり、図１２に示すように、取付ベ
ース４１のレンズ取付部４１ｄ，４１ｄ，…にちょうど嵌る形状をした前方に突出する凸
部４３ａ，４４ａを有し、この凸部４３ａ，４４ａがレンズ取付部に後方から嵌め込まれ
るようになっている。このレンズ部材４３，４４は、「球界王」の文字をかたどった凸部
４３ａを有する中央レンズ部材４３と、該中央レンズ部材４３の左右に位置し、円柱状の
凸部４４ａ，４４ａ，…を有する側部レンズ部材４４，４４とに分かれている。また、中
央レンズ部材４３の「界」の文字をかたどった凸部４３ａには、前面側に楕円形の中央部
装飾部材取付部４３ｂが形成され、ここに中央部装飾部材４７が取り付けられるようにな
っている。そして、中央レンズ部材４３には、前面に凸部４３ａを形成したことにより裏
面側に形成された凹部に、光拡散シート４５が配されている。なお、中央部装飾部材取付
部４３ｂが形成された部分は、中央部装飾部材４７により前面側が覆われるために光拡散
シート４５は配されていない。
【０１２３】
　光拡散シート４５は、中央レンズ部材４３の後方に配されるＬＥＤ４６ａ，４６ａ，…
からの光を拡散させ、中央レンズ部材４３の凸部４３ａ全体が均一に発光するようにする
ものであって、凹部の底面となる部分にちょうど収まる形状とされている。なお、側部レ
ンズ部材４４，４４には光拡散シート４５は配されていないが、側部レンズ部材４４，４
４の凸部４４ａ，４４ａ，…自体に光を拡散させる凹凸が形成されており、側部レンズ部
材４４，４４の凸部４４ａ，４４ａ，…全体が均一に発光するようになっている。
【０１２４】
　ＬＥＤ基板４６は、前面側に複数の発光源としてのＬＥＤ４６ａ，４６ａ，…を備え、
収納ケース５０の前面壁５１の前面に沿って配されて、レンズ部材４３，４４を後方から
照らすことで光による装飾を行うものである。上述したように、収納ケース５０の前面壁
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５１の前面には、前方へ突出する複数のボス５１ａ，５１ａ，…が形成されており、ＬＥ
Ｄ基板４６には、このボス５１ａ，５１ａ，…を挿通可能な挿通孔４６ｂ，４６ｂ…がボ
ス５１ａ，５１ａ，…の位置に対応して形成されている。そして、ＬＥＤ基板４６は、挿
通孔４６ｂ，４６ｂ…にボス５１ａ，５１ａ，…を挿通するように配することで、収納ケ
ース５０の前面壁５１の前面における所定位置に配されるようになっている。
【０１２５】
　また、このボス５１ａ，５１ａ，…は、ＬＥＤ基板４６の前側に配される中央レンズ部
材４３の凹部の位置に対応して形成されているとともに、その前方への突出幅が凹部の底
面に近接して配されるような幅とされている。これにより、ボス５１ａ，５１ａ，…の先
端が凹部の底面に配された光拡散シート４５を後方から押さえ、光拡散シート４５が凹部
の底面に密着した状態で配されるようになる。
【０１２６】
　なお、収納ケース５０の前面壁５１には、前面に配されるＬＥＤ基板４６に接続する配
線を通すための前後に貫通した配線用開口５１ｃ，５１ｃが形成されており、ＬＥＤ基板
４６に接続された配線は、配線用開口５１ｃ，５１ｃを通って収納部５４内に配される。
また、収納ケース５０の内部には、図１５（ａ）に示すように、配線を保持する配線保持
部５７が形成されている。さらに、収納ケース５０の側壁５２であって、役物装置の裏面
側から見た右側部には、収納部５４内を通した配線を外部に導出するための配線用開口５
２ｂが形成されていて、ＬＥＤ基板４６に接続した配線のほか、収納部５４内に配された
検出センサ７７やモータ９１の配線もこの配線用開口５２ｂを通って外部に導出される。
このように配線を役物装置２５の内部に通すとともに、側方から導出するようにしたこと
で、確実に配線を隠すことができる。
【０１２７】
　また、図１２に示すように、収納ケース５０の前面壁５１には、前後に貫通するねじ孔
５１ｂ，５１ｂ，…が複数形成されており、このねじ孔５１ｂ，５１ｂ，…の位置に対応
してＬＥＤ基板４６、レンズ部材４３，４４にもねじ孔が形成されている。そして、取付
ベース４１の裏面には、このねじ孔５１ｂ，５１ｂ，…と対応する位置にねじ止め部が形
成されている。これにより、各部材を収納ケース５０の前面壁５１の前面側に配設した状
態で、収納ケース５０の前面壁５１の後面側からねじを取付ベース４１のねじ止め部に螺
合することで、前面装飾部材４０を収納ケース５０の前面に固定することができる。この
ように、前面装飾部材４０を収納ケース５０の前面に固定することで、取付ベース４１と
収納ケース５０の前面壁５１との間に、レンズ部材４３，４４、ＬＥＤ基板４６が挟み込
まれた状態となる。なお、可動部材７０や駆動装置９０を収納した収納ケース５０は、図
１１に示すように、前面側から見て取付ベース４１及び装飾板４２の後方に隠れるような
大きさとなっている。
【０１２８】
　以上のことから、前面装飾部材４０は、役物装置２５を遊技盤裏面に取り付けるための
取付ベース４１として機能し、可動部材７０と駆動源（モータ９１）とを収納する収納ケ
ース５０を設け、取付ベース４１と、収納ケース５０の前面壁５１との間に、レンズ部材
４３，４４と複数の発光源（ＬＥＤ４６ａ，４６ａ，…）が設けられた発光基板（ＬＥＤ
基板４６）とを挟み込んで配設したこととなる。
【０１２９】
　以上のように構成される役物装置２５は、図９，１０（ｂ）に示すように、前面装飾部
材４０の取付ベース４１の前面が遊技盤本体１ｂの裏面と対向するように配し、取付ベー
ス４１に形成された固定部４１ａ，４１ａにより遊技盤本体１ｂに固定するようになって
いる。遊技盤本体１ｂの裏面には、固定部４１ａ，４１ａに形成されたねじ孔４１ｂ，４
１ｂおよび位置決め用のボス４１ｃと対応する位置に、ねじ止め部１ｃ，１ｃ，…および
ボス４１ｃを受け入れる位置決め孔１ｄ，１ｄが形成されており、これによって取付ベー
ス４１を遊技盤本体１ｂの所定位置に固定できるようになっている。なお、固定部４１ａ
，４１ａが形成された部分は、遊技領域区画部材８，８の裏側に位置する部分であって、
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遊技者からは見えない位置となっており、装飾性を損なわないようになっている。
【０１３０】
　このように取り付けられた役物装置２５は、固定部４１ａ，４１ａと装飾板４２の上部
が上部カバー部材８１と遊技盤本体１ｂの間に配され、その他の大部分は、上部カバー部
材８１の下側の周縁よりも下側に配されるようになっている。そして、取付ベース４１及
び装飾板４２の前面は遊技盤１の前面側から遊技盤本体１ｂを透して視認可能となってい
る。また、可動部材７０や駆動装置９０を収納した収納ケース５０は、取付ベース４１及
び装飾板４２の後方に隠れるような大きさとなっており、遊技者からは見えず、装飾性を
損なうことがない。
【０１３１】
　この役物装置２５は、第１演出制御装置３３が第２演出制御装置３１を介して制御する
ようになっており、遊技の進行に合わせて動作するようになっている。装飾部材７６は、
図１５（ａ）に示すように、通常時は役物装置２５の内部に収納された収納位置にあって
、遊技者からは見えないように隠蔽されている。そして、例えば、変動表示ゲームにおけ
るリーチ予告やリーチ状態中の演出のような、遊技の進行に合わせて、駆動装置９０のモ
ータ９１を駆動して可動部材７０を動作させる。
【０１３２】
　このように、図１５（ａ）に示す装飾部材７６が収納位置にある状態で、押圧部９４ｃ
が上方へ移動するようにモータ９１を駆動すると、被押圧部７３ｂが上方へ押し上げられ
てリンク部材７１は回動軸５６を中心に役物装置２５の裏面側から見て反時計回り方向に
回動し、図１１，１５（ｂ）に示すように、装飾部材７６が開口部５５から下方に現出し
た現出位置に移動する。
【０１３３】
　役物装置２５は視認開口８７の上部を区画する区画部材としての機能も有しており、こ
の役物装置２５の下方から装飾部材７６を現出させることにより、画像表示面１７１の前
側に重なった状態で遊技者から視認可能となる。よって、画像表示面１７１において装飾
部材７６の現出と連動した表示を行うことで、より効果的な演出も可能となり、遊技の興
趣を向上させることができる。
【０１３４】
　また、逆に、図１１，１５（ｂ）に示すように、現出位置にある装飾部材７６を収納部
５４に収納する際には、押圧部９４ｃが下方へ移動するようにモータ９１を駆動する。リ
ンク部材７１は、付勢部材としての引張コイルばね７８により装飾部材取付部７４が上方
向へ移動するように付勢されているので、リンク部材７１が回動軸５６を中心に役物装置
２５の裏面側から見て時計回り方向に回動し、図１５（ａ）に示すように、装飾部材７６
が収納部５４に収納される収納位置に移動する。
【０１３５】
　以上のことから、前面枠１２０と、該前面枠１２０側に着脱可能であり、透明部材で形
成された遊技盤本体１ｂに障害部材（流下方向規制装置７、打球方向変換部材１１，１１
）及び入賞装置（始動入賞口１０、普通変動入賞装置３、特別変動入賞装置４、一般入賞
口２，２）を設けた遊技盤１と、遊技盤本体１ｂの後方に所定間隔離して前面枠１２０に
配置され、遊技に関わる変動表示ゲームを実行する変動表示装置（表示ユニット１７０）
と、を備え、遊技盤１の前方から変動表示装置の表示領域（画像表示面１７１）を視認可
能とした遊技機１００において、遊技盤１と変動表示装置との間に役物装置２５を配設し
、役物装置２５は、遊技盤前方から視認可能で前方に備えられる前面装飾部材４０と、前
面装飾部材４０の後方に設けられた可動部材７０と、前面装飾部材４０の後方に設けられ
可動部材７０を駆動する駆動源（モータ９１）と、を備え、変動表示ゲームの表示内容に
応じて、可動部材７０を前面装飾部材４０で隠蔽された位置から遊技者に視認可能な位置
に現出させるようにしたこととなる。
【０１３６】
　なお、上述の実施形態において遊技盤１は、前面枠１２０に対して前側から取り付ける



(24) JP 5820330 B2 2015.11.24

10

20

30

40

50

構成としたが、遊技盤１を前面枠１２０に後側から取り付ける（或いはサイドからスライ
ド挿入する）構成としても良い。この場合は、前面枠１２０に遊技盤１を装着した後に裏
機構枠１６０を閉鎖することとなり、この際に表示ユニット１７０が後方へ押圧され、役
物装置２５が役物装置配置空間１８８に収容される。また、本実施形態のように遊技盤１
を前側から取り付ける構成であっても、メンテナンス等の場合に裏機構枠１６０を開放し
た場合は、再び裏機構枠１６０を閉鎖する際に表示ユニット１７０が後方へ押圧され、役
物装置２５が役物装置配置空間１８８に収容される。
【０１３７】
　また、裏機構枠１６０を開閉可能としたが、遊技盤１を前側から取り付ける構成の場合
は、開閉できない裏機構枠１６０であっても良い。また、裏機構枠１６０を別途設けずに
、前面枠本体１３０の裏面側に表示ユニット１７０を前後動可能に配するようにしても良
い。
【０１３８】
　また、役物装置２５の設置箇所を遊技盤本体１ｂの裏面上部に設けるとしたが、これに
限られるものではなく、遊技盤本体１ｂと表示ユニット１７０の間であればどこに設けて
も良く、遊技盤本体１ｂの裏面以外の場所に固定しても良い。また、装飾部材の種類や数
、動作態様なども任意である。
【０１３９】
　以上のような遊技機１００は、前面枠１２０と、該前面枠１２０側に着脱可能であり、
透明部材で形成された遊技盤本体１ｂに障害部材（流下方向規制装置７、打球方向変換部
材１１，１１）及び入賞装置（始動入賞口１０、普通変動入賞装置３、特別変動入賞装置
４、一般入賞口２，２）を設けた遊技盤１と、遊技盤本体１ｂの後方に所定間隔離して前
面枠１２０に配置され、遊技に関わる変動表示ゲームを実行する変動表示装置（表示ユニ
ット１７０）と、を備え、遊技盤１の前方から変動表示装置の表示領域（画像表示面１７
１）を視認可能とした遊技機１００であって、遊技盤１と変動表示装置との間に役物装置
２５を配設し、役物装置２５は、遊技盤前方から視認可能で前方に備えられる前面装飾部
材４０と、前面装飾部材４０の後方に設けられた可動部材７０と、前面装飾部材４０の後
方に設けられ可動部材７０を駆動する駆動源（モータ９１）と、を備え、変動表示ゲーム
の表示内容に応じて、可動部材７０を前面装飾部材４０で隠蔽された位置から遊技者に視
認可能な位置に現出させるようにしている。
【０１４０】
　したがって、遊技盤１と変動表示装置との間に配設した役物装置２５は、遊技盤前方か
ら視認可能で前方に備えられる前面装飾部材４０を有し、前面装飾部材４０の後方に可動
部材７０と駆動源とを備えるので、駆動源や配線を前面装飾部材４０で隠すことができる
。特に、遊技盤１が透明部材で形成されているので、単に役物装置２５を取り付けただけ
では、配線が遊技者から見えてしまうが、このような構成にすることで確実に配線を隠す
ことができ、役物装置２５を配しても遊技機１００の装飾性を損なうことがない。
　さらに、役物装置２５は、変動表示ゲームの表示内容に応じて、可動部材７０を前面装
飾部材４０で隠蔽された位置から遊技者に視認可能な位置に現出させるようにしたので、
遊技者に対する演出、報知を行うことができ、遊技の興趣を向上させることができる。
　また、役物装置２５が変動表示装置の前側に配されているので、変動表示装置の表示領
域と重なるように可動部材７０を現出させることもでき、演出効果を向上できる。
【０１４１】
　また、前面装飾部材４０は、役物装置２５を遊技盤裏面に取り付けるための取付ベース
４１として機能し、可動部材７０と駆動源（モータ９１）とを収納する収納ケース５０を
設け、取付ベース４１と、収納ケース５０の前面壁５１との間に、レンズ部材４３，４４
と複数の発光源（ＬＥＤ４６ａ，４６ａ，…）が設けられた発光基板（ＬＥＤ基板４６）
とを挟み込んで配設している。
【０１４２】
　したがって、前面装飾部材４０は、役物装置２５を遊技盤裏面に取り付けるための取付
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ベース４１として機能するので、遊技盤１に直接役物装置２５を取り付けることができ、
狭い空間に役物装置２５を配設できる。
　また、可動部材７０と駆動源とを収納する収納ケース５０を設け、取付ベース４１と、
収納ケース５０の前面壁５１との間に、レンズ部材４３，４４と複数の発光源が設けられ
た発光基板とを挟み込んで配設したので、前面装飾部材４０を発光により装飾するととも
に、その後方に可動部材７０および駆動源を隠蔽することにより装飾効果を高めることが
できる。
【０１４３】
　また、駆動源をモータ９１により構成し、可動部材７０とモータ９１を左右方向に並べ
るとともに、可動部材７０の回動軸５６の延在方向とモータ９１の駆動軸９２の延在方向
が直交するように配置している。
【０１４４】
　したがって、可動部材７０とモータ９１を左右方向に並べるとともに、可動部材７０の
回動軸５６の延在方向とモータ９１の駆動軸９２の延在方向が直交するように配置したの
で、遊技盤１と変動表示装置（表示ユニット１７０）との間の狭い空間に効率よく役物装
置２５を配設できる。
【０１４５】
　また、前面枠１２０の裏面側には、遊技球を排出する球排出機構が設けられ、球排出機
構は遊技盤１の後方で且つ変動表示装置（表示ユニット１７０）の上方に配設され、遊技
球を貯留する球貯留タンク１９２と、該球貯留タンク１９２の後方且つ下方に配設され、
該球貯留タンク１９２から流下された遊技球を整列して案内する整列案内流路１９３ａと
、を備え、遊技盤１と整列案内流路１９３ａとの間で且つ球貯留タンク１９２の下方に、
役物装置２５を配設している。
【０１４６】
　したがって、前面枠１２０の裏面側に設けられた球排出機構は、遊技盤１の後方で且つ
変動表示装置の上方に配設される球貯留タンク１９２と、該球貯留タンク１９２の後方且
つ下方に配設され、該球貯留タンク１９２から流下された遊技球を整列して案内する整列
案内流路１９３ａとを備え、遊技盤１と整列案内流路１９３ａとの間で且つ球貯留タンク
１９２の下方に、役物装置２５を配設するようにしたので役物装置２５を配設する空間（
役物装置配置空間１８８）を確保できる。すなわち、整列案内流路１９３ａを球貯留タン
ク１９２の後方且つ下方に配設したので、球貯留タンク１９２の下方に十分な空間を確保
できる。
【０１４７】
　なお、本発明の遊技機１００は、遊技機１００として、前記実施の形態に示されるよう
なパチンコ遊技機に限られるものではなく、例えば、その他のパチンコ遊技機、アレンジ
ボール遊技機、雀球遊技機などの遊技球を使用する全ての遊技機に適用可能である。
【０１４８】
　また、今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって
示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意
図される。
【符号の説明】
【０１４９】
１　　　　遊技盤
１ｂ　　　遊技盤本体
２　　　　一般入賞口（入賞装置）
３　　　　普通変動入賞装置（入賞装置）
４　　　　特別変動入賞装置（入賞装置）
７　　　　流下方向規制装置（障害部材）
１０　　　始動入賞口（入賞装置）
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１１　　　打球方向変換部材（障害部材）
２５　　　役物装置
４０　　　前面装飾部材
４１　　　取付ベース
４３　　　レンズ部材
４４　　　レンズ部材
４６　　　ＬＥＤ基板（発光基板）
４６ａ　　ＬＥＤ（発光源）
５０　　　収納ケース
５１　　　前面壁
５６　　　回動軸
７０　　　可動部材
９１　　　モータ（駆動源）
９２　　　駆動軸
１００　　遊技機
１２０　　前面枠
１７０　　表示ユニット（変動表示装置）
１７１　　画像表示面（表示領域）
１９２　　球貯留タンク
１９３ａ　整列案内流路

【図１】 【図２】
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